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1　は　じ　め　に

筆者らは∴梅わい性台木のM．27を利用した高密櫨栽培

における品種ごとの最適な栽植本数は，10a当り　■ジョナ

ゴールド　が333～444本，lふじ　が333本であることを報

告した1）が，M．27台リンゴに最適な仕上げ摘果時の着果

基準については未検討であった。1990年に着果基準の指標

として葉果比，主幹横断面積lcポ当りの果実数，1果実当

りの頂芽数について検討を行った結果，若干の知見が得ら

れたので報告する。

彙米比72，1果実当りの頂芽数を4†臥主幹桟断面積l

d、当りの果実数を2．7個として，‘ジョナゴールド’の1樹

当りの黒実数，収量．10a当りの収星を平均薫枚数．平均

頂芽数．平均断面積から推定すると，1樹当りの果実数は

38～43個．収量は12．l～13．2kg，10a当りの収星は5．4－

5．9tになる。

2　試　験　方　法

1）供試台木，品種

供試した台木はM．27で，品種は　■ジョナゴールド’と

‘ふじ－　とした。栽植本数は10a当り‘ジョナゴールド

が444本植え，lふじ　が333本構えで，いずれも2列植え，

樹齢は両品種とも7年生である。

2）処理

両品種とも落花後，1輪摘果し，6月22日に仕上げ摘果

を行った。摘果はあらかじめ1樹当りの全車数を数え．薫

果比が40から100になるように行った。1品種9～12本供

試した。

3）調査項目

発芽前に，主幹構断面積lcd当りの果実数を得るために

接木郡上部10cmの幹周を計測し，また，果実1憫当りの

頂芽数を得るために全項芽数を計数した。

収穫後．1樹当りの収量，果実数，平均果垂を求め，平

均栗東と葉果比，平均果垂と＿E幹横断面積lcⅡ閂りの果実

数．平均果垂と果実1個当りの頂芽数の関係をそれぞれ二

次回帰式で表した。

3　試験結果及び考察

‘ジョナゴールド　の果実重と葉菜比には二次相関がみ

られ，最も果実が大きくなる葉菜比は72で，そのときの果

実垂は321gになった。果実垂と1果実当りの頂芽数にも

二次相関が認められ，4頂芽に1個の果実をつけると308g

の果実が得られた。仮に310gの果実を汀按果垂とすると，

主幹構断面積lcd当りの果実数は2．7個となった。
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図1着果基準の違いが‘ジョナゴールド’の果
実垂に及ぼす影響



東北農業研究　　第　44　り　（1991）

350

果331I

L　3ltl

萌2餌）

g　270

250

2　　　　　　　3　　　　　　4

日幹横断面拾l（膚1りの頂算数

3　　　　4　　　　5　　　　　6　　　　7

1架で¶り頂算数（個）

図2　弟果基準の違いが㌧ふじ■の果実垂に及ぼ
す影響

‘ふじ　の果実垂と菓果比，果実垂と1果実当りの頂芽

数には二次相関がみられた。目標架属雇310gにすると螢

果比は100，1果実当りの頂芽数は4．5個になった。この時

の主幹桟断面積Ic打f当りの果実数は2．1個となった。

仮に菓果比100，1果実当りの頂芽数を4．5個，主幹桟断

面積lcd当りの果実数を2．1個として，lふじ　の1樹当り

の果実数，収量，10a当りの収量を平均彙枚数，平均頂芽

数，平均断面税から推定すると，l樹当りの果実数は34～

39個，収量は10．8～11．9kg，10a当りの収益は3．6～4．Otに

なる。

表1　葉黒比による収hEの推定仙

抑

．設　 定 、Iそ均　 推 定　 t樹 1⊥1 り　 日嗣当 り 10 a 、1 り

葉 黒比　 英数　 某 巾　 黒 美 放　 収　　 m　 収　　 u

（枚 ） （g ） （憫 ′■樹 ） （kg ／樹 ） （川 O a ）

ジョナゴール ド 72　 27 90　 32 1　　 38 ．8　　 】2．5　　　 5，5

ふ　　　　　 じ 】0 0　 38 49　 3 川　　 38 ．5　　　 日．9　　　 4．0

71∴10a、1り妓楠本数は、ジョナゴールドが444本、ふじが333本rJ

表2　日附偶断l【躇ilcポ、1りの製突放による収星の推定偵

品　　 枯

設　 定　 平均横　 推定　 日射当 り 1 樹 1 り 10 a 二1 り

果実 紋　 断面 机　 黒重　 果 実 致　 収　　 招　 収　　 出

（例 ′Cd ） （d ） （g ） （憫／樹） （kg ・樹 ） （t lO a ）

ジ ョナゴール ド 2．7　　 15．8　 3 10　　 42 ．7　　 Ⅰ3．2　　　 5 ．9

ふ　　　　　 じ 2．】　 16．7　　 3 10　　 35 ．1　　 10．8　　　 3 ．6

往．川a、1り級桶本数は、ソヨナコ‾－ルドが444本、ふじが333本。

表31黒尖、11りの爪牙数による収量の推定値

椰

設　 定　 平　 均　 推 定 1 樹 1 り 1 腐 当 り 】O a l⊥川

頂算 数　 憤井散　 炬 配　 架 実 数　 収　 11モ　収　　 昂

（個） （個） （g ） （伺 ′樹 ） （kg ・樹） （い10 a ）

ジョナゴール ド 4．0　　 157　　 308　　 39．3　　 12 1　　　 5．4

ふ　　　　　 じ 4．5　　 】57　　 3 10　　 34．8　　 10，8　　　 3．6

往∴1Da、1り栽桶本数は、ジョナゴールドが444本、ふじが333本。

4　ま　　と　　め

M．27台は，M．26台に比べわい化度が強く．樹の生育

も弱いので，葉栗比，あるいは1果実当りの頂芽数は従来

の基準より増加すると思われたが．今回の試験でははば従

来通りの基準であった。また，主幹横断面穏lcd当りの果

実数は，春先に幹周を計測しておくだけで1樹当りの着果

虫の□安が推定でき．樹体が小さく，1樹当りの着果量の

少ないM．27台リンゴでは果実数の把握も容易なので有効

な着果基準の指標と思われる。

以上のことから，M．27台の1ジョナゴールド’．‘ふじ

の着果基準として彙果比．1果実当りの頂芽数，主幹構断

面積lcEf当りの果実数のいずれも利用できることが明らか

になった。今後は，‘っがる’，‘王林’などの品種や樹齢が

増した時の着果基準について検討する。
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